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Summary 
An invεstigation was made of the applicability of th芭 FallConεTest for d抗日rminingboth 
Iiquid and plastic limits of decompos吋 granite(Masa-do). The test was carried out on Masa-do 
(finer than 0.42mm) with various degrees of weathering for a 60'， 60gf cone and for a soil con-
tain巴rof 100mm in diameter and 50mm in depth 
Thεpenεtration (h) vs wat己rcont台以(w)of Masa-do relationships werεfound to become， 
generally， straight lin巴son a double logarithmic scale in the wide range of water content. 
Both liquid and plastic limits were determined by the backcalculated water contents for hニ
12.0mm and h = 1.3mm on the straight line， r日spectively，in the samεway of c1ays. 
Using both liquid and plastic Iimits determined by the Fall Cone method， Masa-do was c1assi-
fied as c1ay of intermεdiate plasticity and compressibility on the plasticity chart 
The index o expr告ssedby 
。(%) %by w日ightfiner than 0.074mm x 100 % by weight finer than 0.42mm 
was found to be the one repr巴sentingth邑d巴gr巴eof weathering of Masa-do. 
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緒言
まさ土とは，花樹岩質岩石(花嵐岩@花崩せん緑岩など)の結晶性深成岩およびこれと同質
の片麻岩が風化してその場所に残留している残積土およびこれからもたらされた崩積土(崖錐)
等である 1) まさ土は土粒子が嵐化途中のもので物理的@化学的に不安定であるうえに母岩の性
を反映して，鉱物組成もかなり差違があり，このため，まさ土特有の物理的・工学的性質を
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示すことが知られている.
土の物理的性質である液性限界や塑性限界等のコンシステンシー限界測定法としては， JIS 
規格化されているカサグランデの方法がある.しかし，この方法によってまさ土の両限界試験
を行ってみると，液性限界植は比較的得られ易いものの，塑性課界の場合は試験そのものが間
難で塑性限界値はまず得られない.したがって，まさ土の場合， N.P. (非塑性)と表示される
に留まっているのが現状である.しかし，土の工学的分類はこれら液性@塑性両限界舗の差で
ある塑性指数を用いて行われるので，まさ土を土木材料として有効に利用するためにもまさ
の塑性限界測定法の開発が必要である.
そこで，粘性土の液性。塑性雨限界の同時測定法として確立されつつあるブォーコール法を
まさ土の荷限界測定法として利用することを試みた.本論文は，採取場所と風化度の異なるま
さ土についてフォールコーン試験を行いコーン貫入特性を調べるとともに，フォー/レコーン法
による， (1)まさ土の液性@塑性雨限界の測定の可能性および， (2)まさ土の風化痩判定の可能性
について検討したものである.
実験および結果
(1) 粒産試験
まさ土の風化度は，土粒子の粒度分布状況により大まかに判定できるという考えに基ず、き土
粒子の粒度分析を行った.粒度分析は，標準網ふるいを用いて行った.本実験に用いた 4種類
のまきこと，試料日ーし日 2(いずれも住賀県東背援村石動で採取)と試料Sー し S-2
(いずれも佐賀県背諜村本村で採取)を0.074臓のふるいの上で水洗いした後，炉乾燥させて
19.1脚~0.074幽のふるいを用いて粒度分析し， Fig.lに示す粒窪加積曲離を得た.本実験に用
いた試料は，外観上は 4種類の粒産分布を有しているように思われたが，函より試料の粒度分
布は大きく 2つのタイプに分けられた.
いま，コンシステンシー限界試験においては0.42mmふるい通過分の試料が用いられる点に注
目して，このふるい通過分のみの粒径加穣蕗線を求めたものがFig.2である.これによれば，
粒謹が0.42臨以下の範囲について見ると 3つのタイプに分けられることがわかる.
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Fig. 1 Particle size distribution curves of Masa-do. 
(2) フォールコーン試験
フォールコーン試験は，所要の形状と大き
さを有するコーンの先端を試料表面に接した
状態から自由落下して得られる貫入量から，
土の物理的性費である液性臨界や塑性限界を
推定しようとするものである.
甲本町こよれば，粘性土に対して先端角 2
600，重量Q=60gfのコーン (600，60gf 
コーンと呼ぶ)を用いた場合，貫入量h=12.0 
醐および1.3阻に対する含水比をそれぞれ液
性限界および塑性限界とみなしてよい.
本実験でも， 600， 60gfコーンを用い，
100阻，深さ50醐の円筒容器』こ含水比を種々変
化させた供試土を充填してフォーノレコーン試
験を行った.試験により得られた，コ}ン貫入量hと含水比wの関係を両対数紙上に示したも
のがFig.3である.これによれば，両者の聞には直線関係が成立するようである.
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考察および結輪
代) コーン貫入特性
Fig.3において， logh-logw間に次式の
ような直線関係を仮定する.
hニ AWB (1) 
ただし， AおよびBは定数でまさ土の麓類
や風化度等により異なる.
本まさ土について得られたAおよびBの
舗を相関係数Rとともに示したものが
Table 1である.これより，まさ土の場合
も地の粘性土以4)と陪謙に logh-logw間に
非常に相関性の高い車線関係が成立するこ
とがわかる.
(2) 液性 e理性関眼界的決定
Fig.3のlogh-logw直線上において，粘
性土の場合と向様に h 12.0幽および1.3
m恕に対する含水比を読みとり，それぞれ液
Sample 
A 
B 
R 
Tabl日LValues of A and B in 
log h~log w equation. 
H-1 日一2 S-l 
7.25XlO-' 6.3号x10-' 1.35 X 10-6 
3.812 3.804 4.561 
0.995 0.998 0.977 
S-2 
7.95 x 10-' 
3.733 
0.993 
Table 2. Consistency limits of Masa-do 
det己rminedby Fall cone method 
Sample 日-1 H-2 S-l S山 2
VずL 42.8 44.6 33.4 45‘2 
(%) (38.5) (38.3) (25.0) (38.2) 
Wp 
23.9 24.9 20.5 24.9 (%) 
Ie 18.9 19.7 12.9 20.3 
Values in parenthesis are Casagrand己limits
性限界 WLおよび塑性限界wpとし，さらに両限界値の差を塑性指数しとして各試料土について
まとめたものが Table2である.本試料の場合，カサグランデ法による塑性限界試験では，
で直怪3幽の棒状にすることが非常に難しし測定は不可能と判定されたが，液性限界につい
ては同法による試験が可能であわ得られた値は Table2の各液性限界値の下に括弧書きで示
すような値であった.これによれば，フォールコーン法による液性摂界値はカサグランデ法に
よる限界鏑より 6~8%大きめのf穫を与えるようである.
(3) まさ土の盤姓E草分
フォールコーン法により得られた液性@塑性両限界値の妥当性を，縮粒土の分類に用いられ
る塑性額上で検討した.Fig.4は本;まさ土試料の塑性図である.これによれば，本試料はA線
よりは上側， B線よりは左{買もまた WL-
30%の線よりは右側にあることから，中圧
縮性，中塑性の無種質粘土と分類される.
この分類結果はこれまでダム用土等の土木
材料として用いられてきたまさ土の工学的
概念を壊すものではない.したがって，
ブオールコーン法により決定されたまさ土
のこれら両限界値は工学的に意義のある値
であると判断される.
(4) フォールコーン法によるまさ土的嵐
化度判定
1 )まさ土の風化度の指標について
いま，まさ土の風化度を表す指標 δとし
て次式を定義する.
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0.074醐通過苔分率o (%) VA• VAf~~~~~~ :"'-1;; X 100 (2) 0.42醐通過百分率
本まさ土試料日一1，H-2， S 1およ
びS 2のδの値はそれぞれ， δ=52.6，
61.4， 47.3および61.1%となり，これより
風化度は， S-1<H-l<S-2<H さ
2の}I蹟に大きくなると暫定される.
2 )フォーノレコーン法によるコンシステ
ンシ…眼界と δとの関係
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Fig. 5はフォールコーン法による液性・
塑性両眼界および塑性指数と 6との関係
を示したものである.留によれば，各限界
髄および嬰性指数は δ孟55%では δととも
に増加し，o;;;;55%ではいずれもほぼ一定
髄， WL二 42%，wp=22%およびh=20であ
る.
Fig. 5 Relationship between consistency 
limits of Masa-do (WL and wp) and 
degree of weath巴ring(o). 
一殺に，まさ土は風化度が進むにつれて
粒子は小さくなり，粘土化してくるので液性限界や塑性限界は大きくなると思われる.Fig.5は
如実にこの傾向を示しており，したがって，フォー/レコーン法によりまさ土の関根界儲を知れ
ばまさ土の風化度を判定することが可能であるといえよう.
なお，本実験は，本学専攻生(現大学院生)の井上秀治君の手伝いを受けたことおよび本研
究は科学研究費(一般研究C，研究代表者:藤本昌宣)を受けたことを付記して謝意を表する.
構 婆
本研究は，花商岩風化土(まさ土)の液性・塑性碍隈界の決定に際してのフォールコーン試
験の適用性を謂べたものである.試験は種々の嵐化度のまさ土 (0.42醐ふるい通過分)につい
て60'，60gfコーンと直窪100翻，深さ50皿の容器を用いて行った.
まさ土のコーン貫入量 (h) と含水比 (W)の関係は，幅広い含水比の範臨において一般に
両対数紙上で藍線となることがわかった.
粘土の場合と閉じように，まさ土の場合も液性@塑性両限界はh-w直綿上においてそれぞ
れh=12醐および1.3臨に対する含水比として求めた.
フォールコーン法により決定した液性@塑性詞限界を用いると，まさ土は塑性図上において
中圧縮性，中塑性の粘土であると分類された.
次式で表される指数 6
0.074鵬通過百分率o (%) VA.VAf()":t~~~~:\_J，7 XI00 
O.42mm通過百分率
はまさ土の嵐化度を表す指標となりうる.
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